
去
る
、

一
月
中
に

内
池
東
西

・
里
口

・

上
野
田

・
山
本

・
松

尾

・
各
地
区
の
お
敬

い
を
、
ご
門
徒
の
皆

さ
ま
方
と
と
も
に
、

お
勤
め
さ
せ
て
い
た

去
る
、

一
月
十
六

日

（
日
）
に
御
書
講

を
厳
修
し
ま
し
た
。

本
堂
で
の
お
勤
め

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
宗
祖
親
鸞
聖
人
の

御
恩
、
皆
さ
ま
方
の

御
懇
念
の
賜
物
と
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
あ
と
、
座
敷
に
て

皆
さ
ん
と
と
も
に
、

「
ぜ
ん
ざ
い
」
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
的

に
は
法
事

と
も
呼
ば

れ
て
い
る

年
忌
法
要

は
、
亡
き

故
人
を
偲

び
、
そ
の
ご
恩
を
し

み
じ
み
と
思
い
起
こ

し
、
感
謝
の
念
を
新

た
に
す
る
場
で
す
。

年
忌
法
要
の
際
の

お
内
仏

（
仏
壇
）
の

荘
厳

（
お
飾
り

）

は
、
ま
ず
上
卓
と
前

卓
に
打打打打
敷敷敷敷
を
掛
け
、

供
笥
に
おおおお
華華華華
足足足足

（
白

餅
）
を
お
供
え
し
ま

す
。
そ
し
て
ロ
ー
ソ

ク
は
朱朱朱朱
ロロロロ
ーーーー
ソソソソ
クククク
を

用
い
、
法法法法
名名名名
軸軸軸軸
と
法法法法

名名名名
のののの
書書書書
かかかか
れれれれ
たたたた
紙紙紙紙
を

そ
れ
ぞ
れ
お
内
仏
に

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
お
つ
と

め
が
始
ま
る
ま
で
に

おおおお
仏仏仏仏
供供供供

（（（（
おおおお
仏仏仏仏
飯飯飯飯
））））

を
お
供
え
し
、
ご
家

族
、
親
類
の
方
々
に

し
て
い
た
だ
く
おおおお
焼焼焼焼

香香香香
の
用
意

（
香
炭
な

ど
）
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

お
参
り
い
た
だ
く

服
装
は
平
服

（
普
段

の
外
出
着
）
で
結
構

で
す
が
、
念念念念
珠珠珠珠

（
数

珠
）
と
肩肩肩肩
衣衣衣衣

（
か
た

ぎ
ぬ
）
を
忘
れ
ず
に

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

併
修

（
複
数
の
故

人
の
年
忌
法
要
）
の

場
合
は
、
休
憩
の
時

に
、
ロロロロ
ーーーー
ソソソソ
クククク
と
花花花花

瓶瓶瓶瓶

（（（（仏仏仏仏
華華華華
））））
、
そ
し

て
おおおお
仏仏仏仏
供供供供

（（（（
おおおお
仏仏仏仏

飯飯飯飯
））））
を
新
し
く
お
取

り
替
え
く
だ
さ
い
。

和
顔
愛
語
は

、

「
和

顔

（
わ

げ

ん
）
」
は
や
わ
ら
か

な
顔
、

「愛
語

（
あ

い
ご
）
」
は
や
さ
し

い
言
葉
。
文
字
通

り
、
笑
顔
で
愛
情
の

こ
も

っ
た
言
葉
で
話

す
こ
と
で
す
。

こ
の
言
葉
は

「無

量
壽
経

（
む
り
ょ
う

じ
ゅ
き
ょ
う
）
」
と

来
る
、
二
月
十
三
日

（
日
）
午
後

一
時
よ

り
、
真
宗
教
団
連
合

滋
賀
支
部
主
催

の

「真
宗
の
つ
ど
い
」

が
野
洲
に
て
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

い
う
経
典
に
出
て
く

る
言
葉
で
、

「表
情

は
や
わ
ら
か
く
、
言

葉
は
や
さ
し
く
、
相

手
の
こ
こ
ろ
を
汲
み

取

っ
て
よ
く
受
け
入

れ
る
」
と
訳
さ
れ
て

い
ま
す
。

和
顔
愛
語
の
精
神
を

大
切
に
日
々
の
生
活

を
歩
ま
せ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

近
江
六
組
門
徒
会
で

バ
ス
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
野
町
役

場
を
午
前
十

一
時
三

十
分
に
出
発
予
定
で

す
の
で
皆
さ
ま
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今

年

の
冬

は
、
例
年
に

な
く
肌
寒
い

日
が
続
い
て

い
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
寒
さ

の
な
か
、
境
内
の
梅

の
花
の
つ
ぼ
み
は
日

ご
と
に
大
き

く
な
り
、
春

の
気
配
が
少

し
ず

つ
で
す

が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
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今今今今
月月月月
のののの
ここここ
とととと
ばばばば

失敗も成功も
自分が創る

幸せも不幸せも
自分が創る
城 たいが

五
日

（
土

）

河河河河
原原原原

・・・・
蔵蔵蔵蔵
王王王王
地地地地
区区区区
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

七
日

（月
）
門門門門
徒徒徒徒
会会会会

・・・・
六六六六
推推推推
会会会会
合合合合
同同同同
役役役役
員員員員
会会会会

午
後

一
時
半

十
三
日

（日
）

真真真真
宗宗宗宗
のののの
つつつつ
どどどど
いいいい

（野
洲
）

十
四
日

（月
）

尼尼尼尼
講講講講
例例例例
会会会会

午
前
九
時
半

二
十
日

（日
）

世世世世
話話話話
方方方方
会会会会

午
後
七
時
半

二
十
六
日

（土
）
必必必必
佐佐佐佐
地地地地
区区区区

・・・・
仏仏仏仏
教教教教
会会会会
総総総総
会会会会

午
後
六
時

二
十
八
日

（月
）
おおおお
講講講講

当
番

七
番
組

午
前
八
時

二二二二
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
予予予予
定定定定

お
敬
い
の
御
礼

く
ら
し
の
な
か
の
仏
教
語

～
和
顔
愛
語
～

「真
宗
の
つ
ど
い
」」」」の
お
知
ら
せ

「「「「真真真真宗宗宗宗ののののつつつつどどどどいいいい」」」」

日日日日時時時時 平成22年2月1３日（日）

13時～16時

会会会会場場場場 野洲文化ホール

（ＪＲ野洲駅南口から徒歩2分）

滋賀県野洲市小篠原2142

電電電電話話話話 1950-587-077܄
日日日日程程程程 13:00 開会式

13:40 記念講演
講師 外松 太恵子氏

青少年問題カウンセラー、

福岡県いじめ問題対策審議会委員等

15:10 アトラクション

二胡ボランティアグループ「こんこ舎」
のみなさんによる二胡の演奏

15:50 閉会式
16:00 終了

参参参参加加加加費費費費 無料
おおおお問問問問いいいい合合合合わわわわせせせせ０７４８܄ー５２－２３６４

照光寺まで

御
書
講
を
厳
修
し
ま
し
た

仏仏仏仏事事事事ののののイイイイロロロロハハハハ
～年忌法要について～

ぜんざいを頂きながらの歓談 本堂にて正信偈のおつとめ

敬敬敬敬

弔弔弔弔

ご
生
前

の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
謹
ん

で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

法

名

博
法
院
釋

勝
道

俗
名

外
池

博

様

（大
窪
）

一
月
二
十
五
日
寂

八
十
八
歳


